
入札説明書 

令和 8 年 7 月 27 日に公表したシカ侵入防止柵（ワイヤーメッシュ柵）納入事業に係る一般競条入札

(以下「入札」という。)については、関係法令に定めるもののほか、この入札説明書によるものとする。 

 

記 

 

1 公表日   令和 8 年 7 月 27 日 

 

2 契約担当者 山都町鳥獣被害防止対策協議会 事務局 

 

3 契約窓ロ 

（１）名 称：山都町鳥獣被害防止対策協議会 

（２）所在地：〒861-3592 

       熊本県上益城郡山都町浜町６番地 

       山都町役場林業振興課内 

電話番号：0967-72-1114 FAX 番号：0967-72-1080         

 

4 入札に付する事項 

（１）事 業 主 体：山都町鳥獣被害防止対策協議会  

（２）補助事業名：令和８年度 鳥獣被害防止総合対策事業  

（３）業 務 名：シカ侵入防止柵（ワイヤーメッシュ柵）納入 

（４）納 入 場 所：協議会が指定する実施地区毎 

（５）内容・数量：別紙のとおり 

（６）納 入 期 限：令和 8 年 11 月 30 日（月） 

 

5 現場説明会 

実施しない。 

 

6 入札の方法等 

（１）入札及び開札の日時及び場所 

ア 日時  令和 8 年 8 月 17 日（月） 午後 2 時 

イ 場所  熊本県上益城郡山都町浜町６番地 

      山都町役場 会議室２－２ 

      山都町鳥獣被害防止対策協議会 林業振興課内 

（２）入札書の記載 

入札書の様式（様式 2）には以下を記入する。 

ア 入札金額(消費税を含まない) 

イ 法人名,代表者名、法人印 



ウ 入札年月日 

（３）代理入札 

代理人による入札をしようとするときは、（１）のアの日時までに委任状を提出すること。 

なお、この入札に参加する者及びこの入札に参加する者を代理する者は、この入札に参加する他の

者を代理することはできない。 

（４）最低限度価格 

設定しない。 

（５）開札 

開札は、（１）の日時及び場所において、入札者又はその代理人を立ち会わせて行うものとする。 

（６）落札予定者の決定方法 

ア 予定価格の範囲内で最低価格者をもって落札予定者とする。 

イ 最低価格者が 2 人以上あるときは、くじにより落札予定者を決定する。 

ウ 予定価格に達しない場合は、再度入札を行うものとする。ただし、再度入札しても予定価格に

達しない場合は最低価格入札者と協議し決定する。 

 

7 入札参加資格の確認(落札候補者のみ) 

本入札の落札候補者は、入札公告に掲げる参加資格を有することを証明するため、次のとおり、一般

競争入札参加資格審査申請書（様式 5）を前項の契約窓口提出し、参加資格の有無について確認を受け

なければならない。 

なお、期日までに申請書を提出しない者、並びに参加資格が無いと認められた者は、失格とする。 

（１）提 出 期 限：令和 8 年 8 月 20 日（木）～同年 8 月 27 日（木） 

（２）提 出 場 所：3 に同じ 

（３）提 出 方 法：持参すること 

（４）落札決定通知：一般競争入札参加資格審査申請書(様式 5)の提出後、令和 8 年 9 月 10 日（木）ま

でに通知する。 

（５）申請書 

申請者は、入札公告に沿って別紙様式により作成する。 

ア 物品一般競争入札参加資格審査申請書（様式 5）  

イ 営業所一覧 ※任意様式 

ウ 納入実績書（直近 3 年間） ※任意様式 

エ 県税、地方税の納税証明書又は滞納のない証明書 

オ 暴力団等排除措置要綱に関する誓約書（様式 6） 

カ 登記事項証明書の写し 

 

（６）その他 

ア 申請に係る費用は申込者の負担とする。 

イ 提出された一般競争入札参加資格審査申請書（様式 5）は、返却しない。 

 



8 入札参加資格がないと認めた者に対する理由の説明 

入札参加資格がないと認めた者は契約窓口に対してその理由を書面(様式自由)により求めることが

できる。 

（１）提出期限：令和 8 年 9 月 3 日（木）から同年 9 月 10 日（木）正午まで 

（２）提出場所：3 に同じ 

（３）提出方法：書面またはＦＡＸ 

（４）契約窓ロは、説明を求められたときは、令和 8 年 9 月 17 日（木）までにＦＡＸ送信により回答

する。 

 

9 契約手続き等 

（１）落札者は、落札決定の日から 7 日以内に契約書案及び内訳書(落札者見積書で可)を提出しなけれ

ばならない。 

（２）上記期間内に契約書案の提出が無い場合、落札者または契約の相手方として権利を放棄した者と

見なすことができる。 


